
 

 

１．単元デザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．単元で育成する資質・能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学年部会 ７月 提案資料   ３年「あまりのあるわり算」 
釜利谷東小学校 西川浩二 

 

単元の主張 
除法の逆演算の関係であるかけ算の九九表を用いたり、アレイ図など使ったりすることで、あまりのあるわり算の計算の時

でも商の見当をつけたり、余りの数について考えることができる。 

 

 ① 

 乗法九九を用いて式化 

具体物をアレイ図で示し、かけ

算を用いて式に表す。 

 

・１２個のおはじきを３個ずつの

まとまりで考えかけ算であらわ

し、おはじきの数が増えたとき

の同様の表し方ができるか考え

る。 

 

②③ 

 あまりのある除法の意味理解 

具体物の操作やアレイ図などを

用いてわりきれない場合、余り

が出ることを理解する。 

 

・わりきれない除法の計算の時で

も除数の段の九九を用いればよ

いことを理解する。 

 

④（本時） 

 あまりの大きさと除数の関係 

あまりの大きさは除数よりも小さ

くなることを理解する。 

 

 

・除数と余りの関係に目を向け、余

りは九九表にある積の間の数の

差であることを理解する。 

 

⑤ 

 計算の習熟 

乗法九九を用いて計算すればよい

ことや、余りや除数の関係を見直

しながら、計算の練習をする。 

・あまりのある除法の計算問題を

行い、あまりのある除法の計算を

速やかに行えるようにする。 

⑦⑧ 

 問題場面に応じたあまりの処理 

問題場面にあてはめて除法のあま

りを処理する問題を解決する。 

・余りをふくめて商+１する場合 

・余りは切り捨てて商を求める場合 

・式から具体的な数量の関係をと

らえる。 

⑨⑩ 

 知識・技能の定着と次の学習への

見通し 

適用問題を解き、学習内容の習熟

を図る。 

・次学年のわり算の筆算で、商の見

積もりがすばやくできるように、

余りのある除法の計算の習熟を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

①生きて働く「知識・技能」 

(ア)除法が用いられる場合について知ること。また、余りについて知るこ

と。  

（イ）除法が用いられ場面を式に表したり、式を読み取ったりする。 

(ウ)除法と乗法や減法との関係について理解すること。 

(エ)除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。 

（オ）簡単な場合について、除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方

を知ること。 

②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 

（ア）数量関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、計算に関

して成り立つ性質を見いだし足りするとともに、その性質を活用して、

計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること。 

（イ）数量の関係に着目し、計算を日常生活に生かすこと。 

③学びを人生や社会に活かそうとする「学びに向かう力、人間性等」 

・除法の逆演算であるかけ算九九表を関連付けて、商やあまりについて考えら

れるようになる。 

・式などを見比べて、規則性やきまりなどの考えられるようになる。 

かけ算九九で表せる数と表せない数を見比べ、余りについて理解する。 

加減の逆演算の関係と同じように乗除が逆演算の関係になっていることをと

らえること。 

式から具体的場面を想定し、同じ除法の式で表せることを図や言葉で説明で

きる。 

学習課題をとらえるときや、解決の際に既習事項に立ち返り、自信をもって自ら

の考えをもったり、考えの根拠にできたりするようにする。今後の学習において

も既習事項に立ち返れば課題解決のヒントがえられるという考がもてるにする。 

商が同じになるわり算の式を見つける活動を通して、活動を通して、除法に成

り立つ性質の素地をやしなう。 

数の相対的な大きさをとらえ、除法の計算に生かす。数を多面的にとらえ、暗

算の計算に生かす。 

①除法が用いられる場合について知ること。また、余りについて知ること。 

①)除法と乗法や減法との関係について理解すること。 

①除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。 

②除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方を考えること。 

本 時 

③学んだことを活かして、立式の根拠や余りの数値の見当をつけることができる。 

③式を並べ比較することで規則性を見出すことができる。 



【本時目標】  あまりの数の大きさと除数の関係を見比べることで理解を深めることができる。 

 

３．本時について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の主旨  

 ３年生になり、新しい計算として除法の学習を

したが、児童には、１年生の時に学習してきた分け

る学習と同じ意味の学習であったり、２年生で学

習してきたかけ算の逆の演算であったりすること

に気づかせるような指導を行ってきた。わり算の

商を求めるときに九九表を見て答えを求めるとい

う学習も行った。 

今回の学習の「あまりのあるわり算」では、除数

のあまりは、割る数より小さくなることを図を使

った説明を通して理解させるとともに、わられる

数を１ずつ増やした時のあまりの変わり方と九九

表のわる数の段の数を比較することで、除法にお

けるあまりの数は、除数より小さくなることを理

解する。 

 

 

○問題場面の把握 

問題文から課題解決に用いる式が除法であることを抑え、 

解決の見通しを立てる。 

・「わる数」が３であることで、商は３の段の被乗数であ

ることで九九表の３の段を見ればよいことに気が付くよ

うにする。 

・自分の考え方を表現する手段として既習事項であるア

レイ図や式を使って説明すればよいことに気づかせ、自信

をもって課題に向けえるようにする。 

 

 

 

○アレイ図や式九九を活用した解決 

被除数が簡単な２位数のとき、アレイ図を使い、分かりや

すく課題解決が行えることを確認する。 

・被除数が１２・１３・１４・１５の場合 

 １２÷３＝４ 

 １３÷３＝４あまり１ 

 １４÷３＝４あまり２ 

 １５÷３＝５ 

 

 

 

○被除数を１ずつ増やしていき、式を並べることで、余り

の規則性に着目し、比較することで、あまりの数は、除数

より小さくなることに気が付くようにする。 

また、九九表と比べることで、商と被乗数、あまりとの関

連に気がつくようにする。 

○除数を変えたときもあまりと除数の関係は、同じよう

に規則性があることや、あまりが除数をこえないという

ことを確かめ、学習したことが他にも成り立つことを理

解し、他の場面でも使えるという見通しを立てる。 

本時で働かせる数学的な見方・考え方 あまりの大きさと除数の関係を九九や式を見比べ、規則性や特徴を考えることができる。 

最終板書 

１学習課題をとらえ、解決の見通しをもつ ２既習事項との関連づけ ３ 学習した知識の拡張と一般化 

Ａ 

Ｃ

Ａ 
Ｂ 

 

Ａ 



４．授業記録 
①問題場面の情報の整理 解法の見通し 

T1 今日は、問題から行きますので、問題を書きます。 

    問題提示 板書 

   

 

 

C1 何びきかわからないじゃん！ 

T2  何で分けられないの 

C2  何匹かわからないから？ 

C3 自分で決めるんじゃない。 

T3 なんとなく想像つきますか？ 

C４ かいこは絶対に 3 匹以上いて 3 匹ずつくばるから、3 匹はいるよ。 

T４ 他には、 

C５ 数字が入ることは、わかるし、「3 匹ずつ分ける」から、□÷３の「わり算」ということはわかる。 

T5 そうか、□÷３の「わり算」ということは、わかるんだ。 

T6 そこで、さっきいたように□に入るのは、 

C7 ÷３になっているから、3 より大きい数で、3 の段の数になる。 

T７  3 の段になると分かりやすい。では、□の中が 12 にだったら、どんな式になりますか。（アレイ図を提示） 

C８ （アレイ図を数え）ほんとだ、12 ある。 

T7  だから式はどうなりましたか。 

C９ 12÷３ 

T8  いいですね。どうやってやったの？ 

C10 かけ算をした。頭の中で、3 の段を探した。 

C11 3×4＝１２ 

T9  どうやって分けましたか。 

C1２ 3 つずつ分けました。 

C13 いいです。 

T10 もし、」□の中の数が 13 だった・・・ 

C14 余りがでちゃうから 

T11 分けるだけだから、分けられない？ 

C15 あまり出ちゃうけど、無理やりなら。 

C16 できる。 

T12 どういう式になるの？ 

C17 13÷3 

T13 答えまでわかっちゃう。 

C18 出せたよ。 

C19 13÷3＝3 

T14 3 だけ？ 

C20 3 あまり１ 

T15 同じようにかけ算に直せる? 

C21 3×4＋1 

T16 同じように、もう一つ増えたら、 

C22 14。 

T17 14 だったら、どうなる？  

C23 14 だったら、あまりが 1 増えたから、３あまり２ 

T18 式はどうなりますか。 

C24 14÷3 で、 

C25 4 あまり 2 

T19 この時点で、あまりが出たので、あまりの分は、先生がもらおうと思うんだけど 

C26 ええーなんでー 

T19 あまりがこうなった時に、□が 15 になると想像つきます？ 

C27 あまりが出ないよ。 

T20 15 だったらどうなります？式は？ 

C28 15÷3＝5 

T21 あれ、先生の分は？ 

C29 あまりがないから、ないよ。 

T22 それでは、今日考えたいのは？ 

   問題提示 

 

 

 

T23 今回使えそうな考えは、 

C29 図、言葉の説明、アレイ図、九九表・・・ 

T24 これらの考えを使って考えられますか。 

C32 はい。 

 

 

 

②問題解決法についての共有化 

T25 それではどんな考えをしたか、発表してください。 

C33 3 匹以上になるとほかの人にあげられる。 

   □÷3 だから、3 個集まるともうあまりじゃなくなる。 

  「わる数」が 3 だから、15 や 12 だと割り切れてしまうのであまりが出ない。 

T24 同じような考えの人は？ 

C34 12÷3 や 15÷3 だと割り切れるけど、13 や 14 だと 3 の段にないからあまりが出る。 

T24 九九表で考えると、3 の段は・ 

C35 ３・６・９・１2・１５・１８・・・ 

T25 この九九の３・６・９・・のときは、・・・ 

C36 3 の段になるから、割り切れる。から、あまりはない。 

T25 割り切れるから？  

C37 先生の分は、ない。 

T26 他の考え方を見てみると 15 の続きをやっていた人がいるんだけど、○○さんどうだった？ 

C38 16÷3＝5 あまり 1 

   17÷3＝5 あまり 2 

   18÷3＝6 

T27 ○○さんは何をやっているの？ 

C39 計算の続き 

T28 こうするとどう？ 

C40 違いが見やすい。 

 

□ひきのかいこがいます。3 匹ずつ分けると何人に分

けることができますか 

どうして先生の分（あまり）が増えないのか考えよう。 

B 

Ａ 



③問題場面の情報の整理 既習事項の活用 

T27 ここまでで、気づいたことない？ 

C40 気づくこと 2 つあるんだけど。 

C41 あまりに３がない。 

C42 縦に 3 回同じ数字が続き、数字が 1 個上がる。 

C43 あまりがどんどん増えている。０、１、２、０、１、２ 

C44 あまりとあまりの間に式がある。 

T28 どういうこと？ 

C45 あまりとあまりの間にあまりがない式がある。 

C46 あまりがない式に 3 を足すとあまりがない式になる。 

T29 どういうこと？ 

C47 12 に 3 足すと 15 になる。15 に 3 足すと 18 になる。 

C48 たしかに、わりきれるときのわられる数に 3 を足すとまた、わりきれる数になる。 

T30 つまりどういうこと？ 

C48 今回は、3 だったけど、例えば、わる数が 9 になると、9 の段になるから、あまりも多くなる。 

C49 3 の段じゃなくなるから・・ 

T31 つまり、今回の場合、先生の分のかいこの一番多い数は？ 

C50 ３ 

C51 違うよ、2 だよ。 

C52 だって、3 の段だと割り切れるから、2 だよ。 

T32 なんで？ 

C53 だと割り切れるから、3 より小さくなる。 

T33 ３て？何？ 

C54 わる数 

C55 あまりは、わる数－1 の大きさまでの数になる。 

T34 つまり？ 

C56 わり算のあまりは、わる数より、少なくなる。 

T35 感想を書いて、出してください。 

５．児童の振り返り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 



６．分析と考察 

 
 

 本時のわられる数を□にする事で、答えの見通しがつかないが、式は、□÷3になることを抑えた。また、アレイ図を用いたり 3 の段で考

えたりすることができるという解決への見通しをもてるようにした。 

C５ 数字が入ることは、わかるし、「3 匹ずつ分ける」から、□÷３の「わり算」ということはわかる。 

T5 そうか、□÷３の「わり算」ということは、わかるんだ。 

 また、はじめに割り切れる数を出させたことで、解決方法が、かけ算でできることや、あまりが出た際もかけ算とたし算で表すことがで

きることを確認した。 

T7  だから式はどうなりましたか。 

C９ 12÷３ 

T8  いいですね。どうやってやったの？ 

C10 かけ算をした。頭の中で、3 の段を探した。 

C11 3×4＝１２ 

C20 3 あまり１ 

T15 同じようにかけ算に直せる? 

C21 3×4＋1 

被乗数を増やしていくことで、課題解決の見通しはもてたが、課題を設定するまでに時間がかかってしまった。 

自力解決で児童が式や答えを並べたり、自分の考えを文章に直したりするのに時間がかか

ってしまい、少し間延びしてしまった、さらに、理解している児童の考えを発表しても切

り返すと説明の方向がそれてしまうので、教師がフォローを入れなければいけなく、考え

方の共有化に時間がかかってしまった。 

 

C34 12÷3 や 15÷3 だと割り切れるけど、13 や 14 だと 3 の段にないからあまりが出る。 

T24 九九表で考えると、3 の段は・ 

C35 ３・６・９・１2・１５・１８・・・ 

T25 この九九の３・６・９・・のときは、・・・ 

C36 3 の段になるから、割り切れる。から、あまりはない。 

 

自分なりの考えをもっている児童の考えのまとめ方について、指導を行く必要があると感

じた。3 年生では、考え方のエッセンスをまとめ、簡単にまとめるといことは、なかなか難

しく、長い文章になってしまう。説明の際もノートには、よくかけていても、発表の際に

は違った伝え方になってしまうので、考えるべきことの焦点をより明確にしていかなけれ

ばならないと感じた。 

Ａ Ｂ 

Ｃ 
今回は、あまりの大きさと除数の関係に着目して、まとめの後に「先生の取り分（あまり）を多くするには、どうすればよいかという発問をし、知識の拡張と一般化をねらう予定だった。が、まとめを行った時間ですでに授業時間

を過ぎてしまっていたので断念したのだが、ビデオ見返していると、C48 の児童の発言「今回は、3 だったけど、例えば、わる数が 9 になると、9 の段になるから、あまりも多くなる。」という発言をもう少し掘り下げていれば、除数

とあまりの関係の理解を深めることができたのではないかと思った。 

 板書では、12÷3 から 18÷3 を縦に並べたことであまりの規則性や数の上限について考える姿が見られた。 

C41 あまりに３がない。 

C42 縦に 3 回同じ数字が続き、数字が 1 個上がる。 

C43 あまりがどんどん増えている。０、１、２、０、１、２ 

C44 あまりとあまりの間に式がある。 

T28 どういうこと？ 

C45 あまりとあまりの間にあまりがない式がある。 

C46 あまりがない式に 3 を足すとあまりがない式になる。 

T29 どういうこと？ 

C47 12 に 3 足すと 15 になる。15 に 3 足すと 18 になる。 

C48 たしかに、わりきれるときのわられる数に 3 を足すとまた、わりきれる数になる。 

 子どもの思考としては、後半の式を並べて書くということが一番効果的であった。ただ、せっかく前半であまりのあるわり算をかけ算に直した板書もしてあったので、そこと比較できていたらより九九との関連も意識できたのでは

ないかと感じた。今回の実践を通して、九九表やアレイ図を意識した解決は行うことができた。単元後半のあまりの扱いの場面や問答を考える際には、解決の手だてとして九九を使い、あまりがある場合でも、かけ算とたし算で表す

姿が見られた。 


